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概要　外 測 計 を 使 用 し ，妊娠中期の 正 常妊 娠時 ，切 迫早 産時 及 び 治 療 時 の 子 宮 収 縮 の 状 態 ，消 失 過 程 ，そ の

pattern の 変化 に っ い て 検討 し ，更 に 外 測法 に よ る 新 し い 子 宮 収 縮 の 表 現 法 を考 案 した ．

　1）　波 形 の 分 類 ： 子 宮 収 縮 波 を 収 縮 時 間 の 長 さ か ら α 波 （30秒 以 内 ），
A 波 （31〜60秒 ），

　B 波 （61〜180秒 ），
L 波 （ 181秒 以 上 ） に 分 類 し ，更 に B 波 及 び A 波 の 中 で 波 の 上 に α 波 が 同時 に み ら れ る も の を B 。波 ，A 。波

に 分 類 し た ．

　 2）　各波形 の 特長 ： 収縮時 間 の 平 均 （単 位 秒） は B 波 97，7±9．2，B 。波 U4 ± 8．5，　 A 波 49．6± 3．4，　 Aa 波

52 ．1± 3．9，
L 波 457 ．6± 84．9で あ る ．D ．T ．を 基 線 上 2mm の 収 縮 時 間 ，

　 P ．T ．を peak 迄 の 収 縮 時 間 ，

1
！z．T ．

を 振 幅 の
1

ノ、点 の 収 縮 時 間 と す る と P ．T ．！D ．T ．は B 波 0 ．5，　 A 波 0．56で あ り，
1
！，．　T ．／D ．T ．は B 波 0，69，　 A 波

0．99で あ る ．即 ち B 波 ぽ A 波に 比 し peak が 中央に 近 く，収縮波 の 上 行 脚 と下 行 脚 が 内 側 に 陥凹 し て い る．

　 3）　 各 波 形 の 出 現 ： 30分 間 の 子 宮 収 縮 の 平均 出 現 回 数 は 妊 娠 第 8 月 頃 よ り増 加 す る．A 波 群 は 0．7か ら 1．1
と徐 々 に 増 加 ，

B 波 群 は O．4か ら 1．6と な り第 8 月 以 降 急 増 す る ．全 波 形 に 対 す る 比 率 は B 波 群 は 28 か ら55％e
と増加 し ，A 波 群 は 53か ら 37％ と 減 少 し ，第 7 月 迄 は A 波 群 が 多 い が 第 8 月 の 点で B 波 群 が 多 く な る ．　 B 波は

第 10月 に B 。波 よ り 多 くな る ．A 波 は A 。波 よ り 終始 多 い ．

　4）　切 迫 皐 産 入 院 時 ： 正 常 に 比 し 回数 は 増 加 ，
B 波 の 収 縮 時 間 は 短 縮 ，

　 peak は 中央 よ り 前方 に 変 化 し
，

正

常 時 と 異 な り B 波 ぱ 　Ba 波 よ り多 く な る ．

　 5）　早産 治療時 に は 治療 に 」： り収縮 数 は 減 少，各 計 測 値 は 延長 し 正 常妊娠時 の 値 に 近づ く．

　 6）　子宮収縮 指数 3 外測計 に よ る 子官収縮 の 強 さを 判定 す る 方法 とL て 子 宮収縮 指 数 を 考案 し た，指 数 は

P ．T ．D ．T ，x ＞，．　T ．1D．T ．× D ．T ’．（D ．T
’．は 収 縮 時 間 の 85秒 を 基 点 に し

， それ よ り 1秒 減 少毎に 1 点，5 秒増 加

す る 毎 に 1 点 加 算す る．），そ の 結 果 収 縮 の 強 さ は ，正 常 妊 娠 く 治 療 時 く 切 迫 早 産 入 院 時 く 早 産 時 の 結 果 を 得

た ．

Synopgis　Using　 external 　 tocodynamomter ，　 uterine 　 contraction 　 in　 the　 2nd 　 trimester 　 was 　 investigated

and 　the　f（）110wing　results 　were 　obtained ．

　 1）　 According 　to　thc　 duration　of 　 contration
，
　 the　contractions 　 were 　classified 　into　α　wave 　（less

than 　 30　 sec ），　 A　 wave （31−60　 sec 　 with 　 mean 　 duration　 49．6土 3．4），　 B　 wave （61−180　sec ，97．7± 9．2）
and 　L　wave （皿 ore 　than 　l81　 sec ）・

　2） When 　A 　and 　B　waves 　were 　superimposed 　with 　ct　they 　were 　classified 　as　Aor　and 　Ba ．

　3）　The 　peak 　in　B　wave 　was 　situated 　closer 　to　the　center 　of 　contraction 　than 　in　A 　wave ．　The 　ascending

and 　thc 　descending　legs　in　B　wave 　made 　a　concave 　triangle．

　4）　Thc 　incidence 　of 　cQntraction 　increascd 　 on 　 and 　 after 　the 　8th　gestational　month ．

　 5）　 In　the　precipltated 　pre −term 　labor，　the 　contractions 　 werc 　 more 　frequent　than 　in　 normal 　pregnancy，
and 　the　duration　of 　B　 wave 　bccame　shortencd ，　 with 　the　peak　situated 　closer 　to　the 　onset 　of 　contraction ．

　6）　The 　 fbllowing 　new 　index，　 expressing 　the　 contraction 　power　 by　 the　 external 　tocodynamometry

was 　invented．

　　 P．T ．！D ．T ．　x 　112TID ．T ．　xD ．T ．，

　　 P．T ．：　 onset 　to　peak　interval

　 　 D ．T ．： Duration　2　 mm 　Above 　basc　line

　　 D ．T∴　 when 　D ．T ．　is　85　sec 、　the　value 　is　85．
　　　　　　 at 　each 　proiongation　of 　D ．T ．　 by　5　sec ，　 add 　l　 to　85a
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　 　　 　　 at　 each 　reduction 　of 　D ．T ．　by　l　 sec
，
　subtract 　 1　from　85．

　 　 112，T ，：　durat至on 　at 　l！20f 　amplitude

Key 　 words ： Late　 pregnancy 。External　 tocodynamometer ・Ute血 e　 contraction ・Prematurc 三abor ・Uterine
re ］axant

　　　　　　　　　緒　　言

　従来妊娠中 に も子宮収縮 の 存在する こ とは 認 め

られ ， そ の 顕 著 な例 とし て Braxton−Hicks 収縮

波が あ り， 妊娠陣痛又は 妊娠末期 の 前陣痛 とい う

言葉 も存在する ，早産 の 場合に は こ の 子宮収縮が

早期に発生す る．妊娠末期 の 子宮収縮 の 研究は分

娩時 の 子宮収縮 と は異な る 困難 さが ある ．まず測

定法上に 制約が あ り内測法を使用する事が出来 な

い ．また妊娠時 の 収縮波形 が分娩時 と比 べ 多種多

様で あ る ．そ こ で私 は妊娠中期 の子宮収縮を ま ず

波形 の patte・n に よ り分類 し た ．さらに こ の 分類

に 客観性を もたす為 に外測法に よ つ て も比較的正

確な値を求め られ る時間的要素 に よ つ て ，図 1 の

如 く分類 した ．

分 類

α　 波

図 1　 妊娠中 期収縮 波 の 分類
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　早産 の 原因 と し て は 妊娠中毒症，母体 の 感染，

ホ ル モ ン 異常等が挙げ られ ，こ れ らの 原因に対す

る治療 も大切 で あ る が
， どの 原因に よ る と し て も

早産の 治療に は 子宮収縮の 抑制が必要で ある ．そ

の 為に 安静療法 ， 手術療法 ，薬物療法 が あ るが ，

特 に 子 宮弛緩剤の 安全 に し て 充分 な使用 と ， 適切

な治療開始及 び 治療中止 時期 の 把握が 大切 で あ

り ， 正 常妊娠 中の 子宮収縮を把握 し て お く必要が

ある．私は 正常妊娠中 の 子宮収縮 の 前述の patte・n

に分 けて ， そ の 発現頻度 ， 妊娠経過 に よ る変化 ，

切迫早 産入院時及び 治療時 の 変化を 検討 し た の

で ， そ の 成績を報告 し た い ．

　　　　　　　　　 研究方法

　 1） 研究対象は正常妊 娠例 と して 工977年 に 日本

医科大学産婦人科に 通院す る 妊婦 15王名 で あ り，

又切迫早産例 と し て 1968年 よ り1977 年の 期間中に

日本医科大学産婦人 科に 子 宮収縮 が早発 し切迫早

産の 診断 に て 入院せ る患者 の 中子宮弛緩剤を 使用

し成功 し た 78例 に つ い て 治療前後 の 子宮収縮の変

化を ，又早産に 至 つ た 10例 に つ い て 早産時 の子宮

収縮を検討し た ．

　 2）　了宮収縮の 測定は 全て ト
ー

イ ッ 製 C200R

型陣痛外測計を使用 した ，測定条件 は成 るべ く伸

縮 し な い パ ン ドを選 び ，そ の 締め の 強 さは 記録紙

EIOrnm と
一
定に し ， 感度 は 509 の 分銅に よ り記

録紙上 15mm に 振れる様に 調節 を 行つ た ．　 pape・

speed ば 毎分 15mm
， 乂測定姿勢は 仰臥位 と し た，

　測 定時間 は ， 正常妊娠例に お い て は 30分間 ， 切

迫早産例 に お い て は 入院治療開始前30分間測定

し ，治療開始 （子宮弛緩剤持続点滴療法）後引き

続ぎ60分以上必 要に応 じ測定 した ．妊娠中期子宮

収縮波型 の pattern 分析 は 最初主観的 に 行 つ た

が ，客観的 に 分類す る必要 に 迫 られ 図 1 の 如 く分

類 し た ，

　収縮時間の 外測法 に よ る測定法は 産婦人科諸定

義委員会
9）

の 決定 に よれば，分娩時振幅 の 115点を

計測す る事に 定 め られ て い る ．し か し妊娠中に 於

て は ，
α 波 の 如き小 さ い 収縮波は 1〆5点を使用す る

事 は 困難で ある ，そ こ で 妊娠中期 の 収縮波形 に実

施可能な測定法 と し て ， 2mm 基点か らの 収縮時

間 を求 め た ． まず 110収 縮を抽 出 し ，両方法 に よ

り収縮時 間 を計測 し pattern分析 の 結果 と比 較検

討 し た ． （表 1 ， 図 2 ）そ の 結果妊娠中期 の 子宮

収縮測定 に は 2mm の 点を測定 した 方 が pattern

の 客観的分析に 近 い 結果が得 られ た の で ， 本研究

の 測定点 は全て 基線上 2mm に て 計測を行つ た ．

　更 に収縮波形 の特徴を 検討す る為に peak に 達
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表 1　 外測計，測 定 点 の 比 較

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （合計 110例）

　 測定点

波形

基線上 2mm 振幅 の ％

恒60秒 61秒 9 邸6  秒 61秒  

B 波 ・ Q蕗
　 　 　 　 0

34　100％

　　　 K823

，5％
　 　 　 　 0

2676 ．5％

B α 波 ・
。彦

　 　 　 　 0
24　100 ％

　　　試
14 ．2弩

　 　 　 　 0

2395 ．8鬼

A 波
　 　 　 　 0
33
　 73％

　　　　κ
12　 27％

　 　 　 　 C
2146 ．7％

　　　　κ
2453 ．3％

A α 波
　 　 　 02

　 40％

　 　 　 x3

　 60％

　 　 　 01

　 20％

　 　 　 X4

　 80％

L 波 ・
。蓊

　 　 　 02

　100％ 0　 0％

　 　 　 02

　100％

o X ：） x

成　績
9586 ．4％ 1513 ．6％ 7366 ，4％ 3733 ．6％

1

瀦 ≡12．188

図 2　外 測 計 の 計 測点

産科諸 定義委 員会

による吉点損り定

且 　 子 宮 収 縮 指 数

唇÷・ 評 ・ D．T
〆

畤間

　 （D．T，）
本研究 の測 定点
基線 よリ2mm 上方測定

　 　 ノ

kD ．T．はD．Tの85秒 を基 点 とし

　 小さし
、場合は1秒毎 に1点加 算し

　 大きい場合は5秒 宙 に1点加算
　 した数値
＊ P．T．→Peak迄 の収 縮時間

去．T．→振幅の音点の収 縮 日寺間

　 D．T．→収縮 時間 基線上 2mm
　 測定

す る迄の収縮時間 （P ・T ・） 及び 112点 の 収縮時間

（1／2・T ・）も測定を行 つ た ．又子宮収縮の 強 さを外

測子宮収縮波形か ら把握す る手段 として 子宮収縮

指数を考案し た （図 2 ）．

　D ・T・と P・T ・の 割合が 小さ い もの （上行脚 の

立ち上 りが 早 い）が強 く， D ．T ．と112．T ．の割合

が短 か く な る もの （上行脚と下行脚が 内側 に 陥

凹）が強 く，
D ・T ．は分娩時 の 平均85秒が 最 も強

い もの と考え られ る 。そ こ で D ・T ・が 85秒 よ り短

縮 し た 場 合収縮が弱 くな つ た も の と想定し， 1秒

毎に 85に 1 点加算 し ， 85秒 よ り延長 す る場合 も収

縮が弱 くな つ た と考え 5 秒毎 に 1 点加算 し こ れ を

D ．Tt ．とした 。

　こ の 3 項 目 を 乗 じ た P ・T ・1D・T × 112・T．1D．Tx
D ・T ’・を子宮収縮指数 とし て 検討 し た 。

　3）　早産 の 治療 とし て 妊娠中期子宮収縮 を ，

消失或 は 減弱 さ せ る 為に 子宮弛緩剤 で あ る ．

ISOXSPUrinT） の 長時間 （1 ク ー
ル 7 日間） 連続持

続点滴を使用 し た が ， 本剤の 血 圧降下等の副作用

防止 の 為同時 に補液併用法を施行し，血圧下降防

止効果を得 Isoxspurinの 多量 投与を行つ た ．図 3

が 子宮収縮消失過程を示す．

　　　 図 3　子宮収縮波 の 消 失 過 程

・ −
B ．WhAI 」 ” −Q
C
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 、ll　　 II”1／・Ir　　．

D
一

籌徽鸚臙驪
卜

繊1號憲

E
一

F − 一 ＿ ＿．＿

G ｛
一

A．規 則白勺なB波

B．B＞度とAラ皮 i見貝1」Tl窪（＋ ）

C．A波 の出現率増 加，規 則 柱 （± ）

D．B波 ＋ B α波 ＋ （乂波

E．L（x波 ＋ B（乂波 ＋ a 波 f見則 性 （
一
）

F．d波 のみ

G．收縮 （
一
）

　有意差 の 検定は X
。

test 及び T 検定を行い
， 検

定で は ◎印 es　1％，○印は 5％ ， ●印 eXlo％ の 危

険率の 有意差を示 す．信頼限界 お よ び棄却限界は

95％ の 信頼度で 計算し た ．

　　　　　　　　　成　　績

　 A ．正 常妊娠時の 子 宮収縮

　 1） 子宮収縮出現回数 （図 4 ）

　各月別 の 全波形 （α 波 を除 く）の 子 宮収縮平均

出現回数 を図 4 に 示 す ．

　第 6 ，7 ， 8 月1．4回以下 ，第 9 月2．3 ， 第 10月
2．5 ， 第 11月3．0回とな り妊娠末期に近 づ くに つ れ

収縮回数 は増加 し た ．
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図 4　 子 宮収 縮 （A 波 群 ，
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図 5　 子 宮収縮 出 現 回 数 （30分間 ）
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　 2）　各波形 の 出現回数 （図 5
， 6 ）

　子宮収縮を A 波群，B 波群 ， 1．波群 に 分け検討

した ． A 波群 は妊娠第 6 ， 7 月0．8 ， 第 9 ，10月

0．9， 第 11月 1．1回 と徐 々 に 増加 の 傾向を示 し ，
こ

図 6　 子 宮 収 縮 出 現 回 数

　分間 ）

（B ，BeCs　As　Aα波 ）　（30

れ に 比べ B 波群は 妊娠第 6 ，7 月O．4， 第 8 月O．7，

第 9 月1．3回 と増加 し第11月1．6回 と妊娠末期に 近

づ くに つ れ増え奸 娠中期 の 4倍 とな る ．L 波群は

他の 波に比 べ 出現回数が少な く ， 妊娠第 7 ， 8月

O ．lru］
， 最高で も第工0月 の 0．6回 で あ り徐 々 に増加

の 傾向が み られ る．更 に 詳細に 検討す る と ， B 波

は 妊娠第 7 月ま で は 殆ん どみ られず 第 8 月0．3，

第 9 月o ．6，第lo月o ．2回 と減少o ぐr＝ 1．915）し

た 後 ，第 11月 1．1回 と 増加 ◎ し た ． （T ＝5 、149）

B α 波は 第 6 月0．8 ， 第 7 月O．3 ， 第 8 月0．5 ，第 9

刀0 ．7 ，第 10月0．8，第 ll月O．5回と殆ん ど変化 が

み られ な い ．A 波は第 6 月0．4，第 7 月O．3 ， 第 8

月O．2回 で あ り ， 第 9 月0．8回 と増加 o の 傾向を示

し，　（T ＝1．899） 第 10月0 ．7回で ある ．A α 波は

第 6 月 o．4， 第 7 ， 第 8月o．3同 で あり ， 第 9 月

0．8同 と増加；⊃ の 傾向を示 し cr＝1．826），第 10月

0．2回 と減少○

　（T ・＝1．902） した ．

　3）　α 波 の 出現回数 （図 5 ）

　収縮波形 の 中で 最 も小 さい α 波は 妊娠月数 の進

む に つ れ 妊娠第 6 月4．5回か ら 妊 娠第11月 11．7回

と徐々 に 増加 する ．

　 4）　子 宮収縮出現率 （図 7 ， 8 ）

　子宮収縮全体 に 比 べ 各群 の 収縮出現率 を み る と

B 波群 は 妊娠第 6 ， 7 月28％で ある が ，第 8 月

54 ， 第 9 月57 ， 第10月40，第 ll月55％ とな り ， 第

8月 以後増加す る 。 A 波群 は 反対 に 妊娠第 6 月

53 ， 第 7 月64％ と50％を越 え るが，妊娠後半 第 8

月以後30％台 に 減少 の 傾 向を 示 す．更 に 細か く分

類する と，B 波 は 妊娠第 6 ，7 月 ぱ 3 ，
4％ と低値

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Japan Society of Obstetrics and Gynecology

NII-Electronic Library Service

Japan 　Sooiety 　of 　Obstetrios 　and 　 Gyneoology

1978年 12月 中　 江 1641

図 7　 子 富 収 縮 出 現 率
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図 8　 子 宮 収 縮 出 現 率 （α 波 を 除）
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を示 し ，第 8 月以後19，27 ，10％ ， 第11月38％ と

急増す る ． B α 波 は B 波 と異 な り妊娠第 6 ，7 月

25％前後 ， 第 8 ， 9 ， 10月は 30％ 台に 変動 した

後 ， 第 10月17％ と減少する ．A 波は 妊娠全期間を

通 じ20〜30％台 と
一
定 の 値を示 す． A α 波は 妊娠

第 6 ， 7 月20％ 台，第 8月 19％ で あ り ， 以後低値

を示す ．

　5） 各波形 の 比率 （図 9）

　各波形相互 の 関係を知 る為 に 2 種類 の 波 を組み

合せ 比率 を求め た ．BIA ÷ B 及び BIB 十 B α は 第

8月以後増加 す る ．AIA十 A α は 第 9 月 vcgo％ と

増加 o （x ：＝ 　4．838）． BCt！Aa 十 B α は 第 8月迄 は

徐 々 に増加， 第 9 月以後80％以上 o とな る （xl 　＝

3．857）．即ち同
一

群 の 中で 強い と思われ る収縮が

第 7 月以 前に 少な く，第 8 月以後比率が増加す る．

　 6）　 α 波の 出現率 （図 7）

　 α 波 の 出現は 第 6 月全症例 の 64％ ， 第 8 月92％

と最高値を示 し ， そ の 後 87，85， 75％ と減少 す

る ．

　7）　各波形 の 計測値 （表 2 ）

　正常妊娠時子宮収縮波形 の 平均計測値を表 2 に

示 し た ．D ・T ．は B 波99．7 ，
　 B α 波 114，　 A 波49．6，
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表 2　 妊 娠 中後期正 常 了
．
宮収縮

1 D 、T ．（秒） P．T ．〔秒） 紅 〔秒） P、T 、！r〕、T 　 　 圭π ．／D．T ． 了宮 収縮 指数

B 波　 ； 平 均 値 97 ．7 47 ．9 62．9 0，50　　　　　　0，69
〔45例 ）　

1

信 頼限 界 けつ 9 ．2 4 ．6　　 　 　 　 　 22，蓋　　　 ．
十

004 　　　　　　0．25　　　　ト

32．8、一．．一．．．．−
13．0

平 均 値 114．〔｝ i　　　　　　55 、3　　　　　　　　　　　　73、8　　　　　…　　　　　0．50　　　　　　　　　　　　0．67 　 30、5．
　

ヒ．
：
．7

　 4．D
B π 波

（77例） 信頼限 界 け ） 8．5　　　　…　　　　　6 ．2　　　　　　　　　　9．孟　　　　1　　　　0、05　　　　1　　　　〔｝．07
↓

平 均 値 49．6　　　　　　　　　 2ア．9　　　　
i
　　　　 47．（1　　　　　　　　 0　56

　 　 　 　
1
　　　　　　　　　　　 ↓一

．．．
o．99 67 ．2A 波

（89例） 信 頼限 界 （± ）
十

3、4　　　　　　　4 、1 万．9
−
　

1
　 面 ヨ o，18 　 9 ，5一一一一一一

A α 波

（33例）

串 均 値 52．l　 　 I27 ．3 48．6   ，53 0．94 59．3

信 頼限 界 （± ） 3．9 4 ，1 ・1．3 D．07 0，07 10，1

平 均 値 457 ．6 158．2 263 ．2 O ，35 0，59 　 35．】　　 ．巾」了」．一．一．．．一L α 波

（40例 ） 信頼限界 （＋ ） 84 、O 42．1 79．3 0．07 o、14 10．6

A α 波52．1， L 波457．6秒 と な る ，　 P．T ・は B 波

47．9，
B α 波55．3 ，

　 A 波 27．9，
　 A α 波 27．3 ，

　 L 波

158．2秒 とな る ．

　 112・T・は B 波 62．9 ，
B α 波73．8，

　 A 波47．o，
　 A α

波 48．6，1．波 457．6秒 と な る ．D ．T ．
，
　 P ．T ．

，
112．T ．

共協調性 の 収縮に 比 し非協調性 の 計測値は 長 くな

る．

　 P・T ・1D・T ．は B 波 ，　Bat 波0．5 ，　A 波0．56，
　 A α

波 O．53 ， L 波0．35， とな りB 波群 の peak は 中央

に あ り ， A 波群 の peak は 中央 よ り後方に ある ．

112．T．ノD ．T ，は B 波o．69，　 B α 波 o．67 ，
　 A 波 o．99，

A α 波0．94， L 波 e．59 と な る ，　 A 波群 は B 波群

に 比 し上 行脚 と 下 行脚が 外側に 膨隆 し た 型 に な

る ．子宮収縮指数は B 波32．9，
B α 波30．5，　 A 波

67．2，
A α 波59．3 ，

　 L 波 35．1とな り B 波群 は A 波

群 の 1×2の値を 示す ．

　 B ．切迫早産時の 子宮収縮に つ い て

　 1）　子 宮収縮出現回数 （図 5 ）

　子宮収縮の 早発に よ る切迫早産例 の 入院直後の

子宮収縮 出現 回数は 6．9回で ある ． こ の 子宮収縮

出現回数は 正常妊娠時 よ り明らか に多 く正常妊娠

第10月 （2．5） の 棄却限界 （すなわ ち正常値 の限

界点）に近 い 値を示す ．

　2） 各波形 の 出現回数 （図 5 ， 6 ）

　 （括弧内は 比較 とし て 正常妊娠第 8 月の 数値を

示 す，）

　 B 波群 ， A 波群 ，
　 L 波群 を み る と，　 B 波群

（0．7）の 出現回数は 4．4回 ， A 波群 （0．7） は 2．2
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回 と正 常妊娠時に 比 し て多 くL 波群 （0．1）は 0．3

回 と差が な い ．更 に 細分す る と B 波 （0．3）2．8，

B α 波 （O ．5） 1．7 ，
A 波 （0．2）2。O回 と正常妊娠

時に 比 して 多 く ，
A α 波 （0．3）は 0．2回 と差 がな

い ．

　3）　α 波の 出現回数 （図 5 ）

　入院時 の α 波 （9．6） の 出現回数は 30分間 に 3．5

回 と正常妊娠時に 比 し て 少な い ．

　4）　子宮収縮出現率 （図 7 ， 8 ）

　入院時の B 波群 （54）は 64％ と正常妊娠時 に 比

し て 多く，A 波群 （35）は 32％ ，
　 L 波群 （11）は

6 ％ と少な い ．B 波 （19）は 全体 の 波 の 40傷を 占

め て正常妊娠時に 比 し て多 く，
B α 波 （35） は 24

％ と差が な い 。こ れ に 対 し A 波 （16）は 29％ とや

や多 く A α 波 （19）は全体の 波 の 3％ と正常妊娠

末期に 比 して 少な い ．

　即 ち B 波群が 多くA 波群が減少 し B
，
A 波が多

く B α
，
A α 波が 少な い ．

　 5）　各波形 の 比率 （図 9 ）

　各波形 の 相互関係は B！A十 B （54） は 58％，B！
B 十 B α （35）　b＃　63％ とB 波が，A！A 十 A α 　（46）は

91％ と A 波が
，　B α1Aα 十 Bα 　（69）　は 89％ と B α

波 が正 常妊娠に 比 し多 くな る ．

　6）　 α 波 の 出現率 （図 7 ）

　切迫早産入院時 に α 波 （92）の 出現する症例 の

率 は 65％ と正常妊娠時に 比 し少ない ．

　7）　各波形 の 計測値 （表 3 ）

　 （括弧 内正常妊娠時 の 値）

　切迫早産入院時 の 子宮収縮 の うち40％を 占め る

B 波を代表 と し て 検討 した ．

　D ・T・（97．7）は 88．2秒 （T ＝1．963），P．T ・（48）

は 41秒 （T＝2，823），
112・T ・（62．9） は 45，5秒

（T ・3．286） で あ りい ずれ も正常妊娠時に 比 し短

縮◎ され て い る ．P．T ．XD．T ．（O．50）は 0．48 （T ．・

1．211） とが 中央 よ り前方に移動し， 112・T ！D ・T ，

（0．69）は 0．53 （T＝2，608） と正常値 に 比 し 上 行

脚 と下行脚が 内側 に 陥凹◎ する ．子宮収縮指数

（32．9） は 23．3 （T ＝ 2．969） と値 が小 さ く◎ な

り，収縮の 力が大き く◎ な つ た 事を示 し た ．即ち

以上の 値は 入院時 の 子宮収縮は 正常妊娠中期時の

子宮収縮波 よ り妊娠末期 の 収縮波 に 近づ く事を示

し て い る．

　 G ．切迫早産治療時 の 子宮収縮 の変化

　 D 　子宮収縮 出現回数 （図 5 ）

　 （括弧内は切迫早産入院時 の 数値 を示す）．

　子宮弛緩剤 Isoxspurinの 持続点滴を開始する と

子宮収縮は 変化を始め る ．点滴開始後子宮収縮数

（6．9）は 最初 の 30分間4．3回 ， 次 の 30分閭 は 3，4

回 ， 更に 30分間 で は 3．1回 に 減 少 し 正常妊娠時

（3．0）に 近づ い た ．

　2） 各波形 の 出現回数 （図 5 ， 6 ）

　 B 波群 （4．4）は 最初 の 30分 に て 2．6回 と減少更

に 2．0回 ， 1．7回 と減少 し ，正常妊娠時の 1．6回 に

近づ く．A 波群 （2．2）は最初 の 30分間 は 1．6回 ，

そ の 後1．3回 ， 1．3回 と減少が緩 か で ある ． L 波

群 （0．3）は 最初の 30分間に 0．1回 に 減じそ の後は

不変 で ある ， B 波 （2．8）は 最初 の 30分間 に L4

回 （T ＝ 4．248） と半減 ◎
， 更 に その 後 LO （T ＝

表 3 　B 波 の 変化

D ．T ，　　 （秒 ） P 、T ．　　 （秒） 毒工 　　　（秒 ）

正 常
妊 娠

点 滴
治療

入院 時 甲産 時
正
’
常

妊 娠
点滴
治 療

入院時 早産時
正常
妊 娠

点滴
治療

入 院時 早産時

平 均 値 97 ．790 ．788 ．285 ．148 ，046 ．141 ．030 ．962 ．949 ．445 ．541 ．6

信頼限界 （± ） 9．15 ．52 ．82 、84 ，63 ．91 ．61 ，222 ．12 ．91 ．61 ，5

P ，T ．〆D ．T ． 去．T ．／D ．T ． 子宮 収縮指 数

止 常
妊娠

点滴
治 療

入 院 時 早産時
正 常
妊 娠

点 滴
治療

入院 時 早 産時
止 常
妊 娠

点滴
治療

入 院 時 早産時

平 均 値 0．500 ．510 ，480 ．370 ．690 ．5S0 ．530 ．4932 ．929 ．223 ．315 ，0
信頼 限界 （±） 0．040 ，040 ．010 ．010 ．250 ．050 ，020 ．0113 ．16 ，01 、20 ．8
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1．688） と減少 o の 傾 向を示 し 90分 で は 0．8回 とな

る．B α 波 （1。7） は 最初 の 30分間に L2 回 （T ＝

ユ．744 ）で 減少 o の 傾向が み られ るがそ の後1．2 ，

1．0回 と減少は 緩か で ある ．A 波 （2，0）も最初 の

30分間に 1．4回 （T ＝1．679） と減少 ・ し ，その 後

1．2，1．0回 と緩か に減少する ．A α 波 （O．2）は他

の 波がすべ て 減少す る の に反 し て 02
，

0 ．3， 0．3

回 と現状維持す る．

　 3）　 α 波 の 出現回数 （図 7 ）

　 α 波（3．5） の 30分間平均回数は 治療を開始する

と増加す る．最初 の 30分間は8，0回 と 出現回数が

急増 し，そ の 後は 8．6回 ， 9．5回 と徐 々 に 増加 し た 。

　 4）　子宮収縮出現率 （図 7 ， 8 ）

　治療時子宮収縮数は減少す る事を前述 し たが ，

そ の 際各波形 の 出現率 の 変化を検討し た ．B 波群

（64）は 59，59，54％ と減少する が ，A 波群 （32）

はそ の 逆に 39，38，41％ と緩か に増加 の 傾向を示

す ．L 波群 （4 ）は僅か で ある が 2 ，3 ， 5 ％ と

変動す る ．B 波 （40）は 31， 29， 24％ と減少す る

が ，B α 波 （24） は 28，30，30％ と や や 上 昇 の 傾

向を示 す ．A 波 （29）は 一旦 34％ と増加 し そ の 後

も30％台に あ る ．A α 波 （3 ）は 5 ， 8 ，9 ％ と

治療に よ り増加 の 傾向を 示す．即 ち治療に よ り協

調性 の B 波は減少 し ， 協調性 の A 波及 び非協調性

の B α 波は 現状維持又は 軽 い 上 昇を示 し ，非協調

性 の A α 波 ，L 波は 増加す る ．子宮収縮 の 消失過

程に お い て強い も の は弱 い もの に ， 協調性の もの

は 非協調性 の もの に 変化する と考 え られ る ，

　 5） 各波形 の 比率 （図 9 ）

　治療に よ り強 い 波が減少 ， 弱 い 波 の 比率が増加

す る ． 即 ち B 波→ B α 波 → A α 波 ，B 波→ A 波→

A α 波 の関係を 有す る も の と思わ れ る ．

　 6）　α 波 の 出現率 （図 7 ）

　子宮弛緩剤 の 投与 に 対す る α 波 （65） の 出現率

は 最初 の 30分間 で 83％ （xl ＝32．45） と増加◎ す

る ．そ の 後60分間は 91，89％ と同一で あつ た ．α

波は 他 の収縮 が減少す る と増加 し て 来 る ．

　 7）　各波形 の 計測値 （表 3 ，
4 ）

　 入院時 と同様 ， B 波 の み で 検討 す る と
，
　 D ．T ．

（88。2）は 90。7秒（T ＝ 0．802 ） と殆 ん ど変化が な い

が
，
P ．T ．（41）は 46 ．1秒（◎ T ＝2 ．408），

112・T ・（45．5）

は 49．4秒 （CT ≡2．315）とそ れ ぞ れ 延長 ◎ す る．

　即ち治療 に よ り P ・T ・
，
112．T ・は 延長 し 正常妊

娠時の 値に 近 い 傾向が 認 め られ る．P ．T ．ノD ．T ．

（0．48）は 治療を行 うと0．51 （T ＝2．008） と peak

は中央 より後方に 移動 o し 112・T4D ・T・（O．53） lt

e．58 （T ＝ 1．796） と収縮が 緩か o に な り， 子宮

収縮指数 （23．3）は 29．2 （T ＝1．901）とそ の 数値

が大 き く
U

な る．入 院時 と 比較する と有意差を 持

つ て変動し ，正常値に 対 し有意差が な くな る．

　 D ，早産時 の 子宮収縮に つ い て （表 3 ）（括弧内

は 入 院時 の 値 を 示 す．）

　早産時 の 子宮 口 8〜 9cm
， 開大時 の 子宮収縮は

A 波群，L 波は 消失 し B 波 の み と な る （図 5 ）．　 B

波 の 計測値に つ い て 述 べ る と D ・T ・（88．2）は 85．1

秒 と短縮 ぐr＝1．546） し
，
P ・T ．（41．0）は 30．9秒

（T ＝9．863），lf2．T ．（45．5）は 41 ．6秒 （T ＝3 ．549）

と著明に短縮◎， P．T．1D．T ．（0．48） は0．37　C「＝

13．188） と著明に 中央 よ り前方に移動◎
，

1！2・T ・1
D．T ．（0，53） は 0．49 （T ＝3．272）と上 行脚 と下行

脚が 内側に 陥凹◎ ，子宮収縮指数 （23．3）は 15．0

（T ＝8．115） と著 明に 小さ く◎ な る ． 即ち 入院時

の 2 等辺 三 角形 に 近 い 形を示 し た 三 角形 の頂点が

前方に 強 く移動 した と考え られ る ．

　　　　　　　　　考　　案

　妊娠巾期の 子宮収縮に 関 する 報告 は Moir21）
，

Braxton−Hicks
，
　Alvarez 　 et 　aL 　

n ）
，
　Caldeyro−Barc−

iat3）
，
　Reyn ・lds　et 　al．23 ）24）

，鈴村 ら
6）一’1°），本eB7i）

　
2）

等が ある ．

　 A ．波形 の 分類 に つ い て

　外測法 の 子宮収縮波を 7 型 に分類検討 し た ．

　 B 波 ；単発的な Braxton −Hicks の B 波 は分娩が

近づ くに つ れ て増加 し分娩時主役 をなす波形で ，

自覚 出来 る波で ある ．川村
の

等に よる と 自覚は 内

測法 で 10mmllg （tonus を除 く） 以上 と し た ．

　 A 波 ；元 来腹緊を 伴わ な い 弱 い 収縮が あ り分娩

時の B 波 と同一範疇 に 入 れる事に疑問を感 じ A 波

と し た ．

　 α 波 ；Alvarez　 et 　a1 ．　ii）
が A 波 と記 し

， 妊娠 9

週 か ら認 め られ ， c ．　 Barcia は 20mmHg 以下 と
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し た ．木島
S）

， 落合
5）が各 々 穿刺法 ， 挿管法に て こ

の 波 を 計測 し ， 本間
1）2）

も外測法 に よ り同様な 波

を認 め て い る ．今回 の成績 で は 妊娠第 8 月に 最高

の 92％ とな り，そ の 後次第 に 減少する ．出現回数

も月数 と 共に増加 ， 妊娠第11月で は 11，7回 と な

る ．本間 も第 8 月で 93％ と最高値に な り以後70．4

％ と減少す る と し た ．

　 α 波は 本来非協調性 の 波 と思わ れ ， 子宮筋が敏

感 に なる と発生 し妊娠中期及び 切迫早産に な る と

増加 し pacemaker の 確立 されな い 時期に 出現 し，

pacemaker が確立 する と消失す る波 と思わ れ る．

　 A α
，
B α 波 ；収縮時間は A ・B 波 の範疇に あり

α 波が上乗 した 波を A α
，
B α 波 と 分類 し た ，収

縮波が変化 す る時，特 に 波の 消失 の 際 A 波 か ら

A α 波 に B 波 か ら B α 波 に移 る傾向が み られた ．

pacemaker が確i立 され て い る 時は A
，
　 B 波が 出

現 し ， pacemaker が何等か の 理由 で 弱 まつ た時 に

移行型 と し て非協調性 の A α
，
B α 波が 出現 する

様に 思わ れ る ．

　 L 波 ； L 波は 180秒以上 の も の を 全 て含む ．本

間
1）2＞

は収縮 が 5 分以上 の もの を T 波 とした ．臨

床的に は 妊婦 の 訴え る長時問 の 軽い 腹緊が こ の L

波で ある ．

　 波形 の 変化 ；鈴村
6）

， 川村
6）

は 分娩時収縮 を 5

型 に 分類 し，分娩時収縮 の 上昇時間は 短縮 され

1 型 よ りV 型に移行す る ．1 型 は 上 昇時間52秒 ，

収縮時間 121秒 ， V 型は 一ヒ昇時間34秒 ， 収縮時間

82秒 で ある ． こ れを P・T ・！D ・T．で 計算 す る と

0．43， 0．41と な る ． 又 ，
Baumgarteni2 ，

は 分娩

時陣痛波形を 上 昇期を a ，下降期を b と し ， 1 型

（a ＞ b），
ll型 （a ＝b）， 皿型 （a 〈 b）に 分類 し分

娩時出現率を求め て い るが ， 分娩当初 正型が 大部

分を 占め ， 分娩進行に 伴 い 皿型が 大部分を 占 め

る．両者共分娩進行に した が い peak の位置が中

央 よ り前方 に 移動す る事を認め た ．即 ち強 い 収縮

程 peak が前方に ある事を意味す る．本研究で は

正常妊娠 中 の B 波群 の P ．T ・ID・T ．は0．5で peak

が中央 に 位置し，A 波群 は 0．53〜0．56と peak が

後方に あ る ．又 子宮収縮波 の 上 行脚と下行脚 との

関係を示 す 112．T ・1D・T ．は B 波群 は o．68，　 A 波群

は O ．9以上 で あ り ， 強い 収縮程 こ の 値は小さ くな

る事を実証し た ．

　 B ．正常妊娠時 の 変化

　正常妊娠時 の 子宮収縮回数 （30分間）は ， 妊娠

第 7 ， 8 月1．3 ， 1．4回 ， 第 9 ， 10月2．3
，
2．4回 ，

第11月 3 回 で あつ た ．Reynolds 　 et 　 aL 　
23》

に よ れ

ば第 7 月3 ．4回 ， 第 8月 5 回 ， 第 9 月 7 回 と我 々 よ

り少し高値 を示す ．Murphy22）
は 妊娠を静止期 ，

不 規則収縮期 ， 規則収縮期 の 3 期に 分け ， 静止期 は

妊娠 の 大部分で収縮は 1時間に 1回 で あり ， 不 規

則収縮期は 4 週間 ， 規則収縮期は 2 週間で収縮 出

現率は 第29週迄 は 10％，第35週38．6％，第 37週70．9

％ とし ， 妊娠37週以後 の 出現率は ， 我 々 の 成績に

一
致する が それ以前は我 々 の 方が高値 で ある 。

　 各波形毎に 出現回数を検討す る と ， B 波群 は 妊

娠経過 に 従 い 多 くな り ， 増加 の 度合を第10月 で
一

時的 に 緩 め る が 第11月で 急増す る ．

　 こ れ に 対し て A 波群は妊娠初期 に 多く緩か に 増

加す る ．本間もそ の 増加 を第10月で
一時的 に 緩

め る と 云 つ て い る ，Murphy22）

も又第37〜38週

に 収縮がな くな り小振幅 の も の とな り， 第39〜40

週で は 長 く強い 陣痛が 認め られ た とし て い る ．

Reynolds 　 et 　al ．23）
に よ る妊娠末期 の子宮収縮 の減

少 に も
一

致す る ，

　各波形 の 妊娠中の 比率 を求 め る と 非協調性 の

B α 波 ，
A α 波は 妊娠前中期に 多 く ， 妊娠末期に

は 協調性 の B 波，A 波 が増加する ．子宮指数は B

波群 は 30点前後，A 波群は 60点前後で あ り，こ の

値は 外測法 の 陣痛 の 強 さを表現する為 に非常に興

味 の ある数値 と思われ る ．

　 C ．切迫早産入 院時 の 収縮

　切迫早産時に 入院か ど うか 決め る場合 ， 現在迄

各臨床医 の 主観 に よ る と こ ろ が多 い ．

　 今回 の 研究か らそ の 結論を導けぽ，  　子宮収

縮総数 が30分 に 6 回以 上 ，  B 波群 は 4 回以

上 ，  　B 波 は 2．8回 以上 ，   　B 波，A 波が B α

波 ，
A α 波 と比 べ 多 い 時 ，   子宮収縮指数が 25

以下，ま た は
，   　収縮の peak が前方に ある率

が高 くな つ た時 ，
の い ずれ かが該当す る場創 こ は

入院治療を す ぺ きで ある．
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　 D ．治療時 お よ び早産時の 収縮

　 子宮収縮波 の 出現 回数 は各波形共減少 し ，そ の

波形 は 図工0の 如 く， B 波 は非協調性 の B α 波 に 変

わ り ， やが て は A α 波に 変る場合 と，B 波が弱 い

A 波に 移 り A α とな る場合 とが考 えられ る．B 波

の 収縮時間 は延長 し peak は 後方に移動 し，又 ，
112・T ・1D・T ．は延長 し子宮収縮波形 の上 か らも 著

明な効果が あ つ た事 を示 す ．子宮収縮指数は 治療

前23．3が
， 治療60分後は 29．2とな り こ の値は正常

値の 32．9に 近 くな る ．一
方早産例で は収縮時間は

短縮 し P ．T ．1D・T ．は 小 さ く peak は 前方 に 移動

し，112・T ・1D・T ．は短 か く急激 な 立ち上 りを 見せ

る．また子宮収縮指数 は 15．0 ， 即ち 正常 B 波 の

112，正 常A 波 の 114の 値 となつ た ．

　Pacemaker の 問題 は 1948年 の Reyn ・lds・ et ・ al ．24）’

C ．Barciai3）
，
　Steer

，
　Morin 　et 　al ．20 〕

，
Larks　 et 　 al ．　iE〕

19）
が述 べ て い るが ，特に右卵管角に ある と結論 さ

れ て い る．一方 Huber 「6）
，
　Jung17）

等は Keiffer の

amph ・ ra 小体 を 子宮下 部 の 根拠 として あ げ ，

Jung17）
，　Corey　et 　aLle ）， 中島 は どの 部分 も Pa −

cemaker に な り うる と し て い る ．

　今回 の 研究で は Pacemaker に つ い て述 べ る こ

とが 出来 な い が ，子宮収縮 の 起 こ る順 序に つ い て

は 次 の 様 に考 え る 事 が出来る．早産治療 の 際に

最後 ま で 残 つ た α 波は Pacemakcr が確立す る前

の 収縮 で あ り， 分娩時に は最初 に 減少し Pace −

maker が確立 され始め る と B α 波 ，　 A α 波 とな

り ， そ の 後 こ の 上乗せ された α 波が消失 し
，
Pace −

maker に よ る協調的な B 波 ，
　 A 波 の み とな つ て分

娩第 1 期が 開始 し ， さ ら に 分娩第 2期 に な る と B

波 の み に な る と思わ れ る ．

　こ れ は 1 つ の仮説で あるが ，今後研究 し た い 課

題で ある ．

　稿を 終 る に 臨 み ，御 懇 篤な る 御 指 導 と 御 校 閲 を 賜 っ た

恩師鈴 村 正勝教授 に 深甚 な る 感謝 の 意を 表 し ま す 、

　　　　　　　　　　文　 献

　 L 本間 智介 ： 波 形 か ら 見 た 妊娠 時 子 宮 収縮 に っ

　 　 　 い て ．産 婦 人 科 の 実 際 ，16 ： 170，1967，
　 2・本間智介 ： 子 宮 収縮 外 測 法 に よ る 妊 娠 時 子宮

　　　収縮 に っ い て ．日 産 婦 誌，18 ： 421，1966．
　 3．木島威也 ： 新 し い 研 究 方 法 に よ る 非 妊 娠 及 び

　　　妊 娠 初 期 の 人 子 宮 筋 の 局 所 的 収 縮 に っ い て ．日

　　　産婦誌，16 ： 639，1966．
　 4・中 島 　 晃 ，丹 生 治 夫 ： 家 兎 妊 娠 子 宮 の 興 奮 伝

　　　播 に っ い て ．日 産婦誌，12 ； 216，1960．
　 5．落合東朔 ： 挿 管 法 に よ る 子 宮 収 縮 に っ い て ．H

　　 産 女帚纛吉，　22 ： 1，　1966．
6．鈴村 正 勝，川村満元 ： 子宮収縮に 関 す る 研 究．

　　 第 上7回 日産 婦 総 会 宿 題 報 告，1965 ，

　7．鈴村正勝 ，中江信司 ： 早 産 の 防止 を 中心 と し
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